




2．固定バンドの仮固定
固定バンドの切り抜きがある面を銅管に押し当て、固定バンドを閉じます。その際、スペ ー サ ー上下
にあるツメが反対側のスペー サ ーを乗り越えるまで閉じて仮固定してください。〈図4〉

〈図4〉 TKL-U（上付けタイプ）の場合
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〇閉じる際は、固定バンドの角部で銅管を挟まない
ょうに注意してください。（とくに小径サイズの銅
管での施工時は注意してください。）〈図5〉

〈図5〉 0 X 

三髯
固定バンドの角部で銅管を挟まないように施工

3．ポルトの締め付け
同梱の六角ボルトを中央位置①から締め付けてください。【締付トルク：l2.5N·m以上】
次に、上下の六角ボルト（②）を、交互に少しすつ締めて、ナット仮固定板上下のツメが、反対側に乗り
越えるまで締め付けてください。（乗り越えると締付完了です）〈図6〉

〈図6〉
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一締め付けの際は、ボルト側を回すと、ナット側より低卜）レクでの締め付けができます。
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施工手順

口保温カバーの取り付け（防露処理）
防露処理のため、パイプロックにTKL用保温カバー （当社型番：TKL-SH.TKL-DH)を取り付けてくだ
さい。

l.〈図7〉を参考に、保温カバーの先端を切断（寸法①）してください。
TKL用保温カバーに同梱されている「開口塞ぎ町をベース金具に取り付けて（寸法②）から、保温カバー

を取り付けてください。

※開口塞ぎは、 TKL用保温カバーTKL-6SH/6DH~14SH/14DHに同梱されています。
(TKL-3K~5Kには取り付けが不要のため 、 TKL-3SH/3DH~5SH/5DHは同梱されていません。）

TKL-Uの場合

2．保温カバーと配管の保温材との突き合わせ部を、保温材接続

テープ（当社型番JTA)で円周方向に10mm以上オ ーバー

ラップするように巻き付けてください。〈図8〉

〇保洞材接続テープの張り付け面は、表面のホコリ·汚れなどをきれい
に拭き取ってください。

〇保温材接続テープが、 保温カバーのT字部に掛かる場合は、 テープ
に生じたシワを手で押さえながら保温材のエンボス（凹凸）にテープ
が食い込むようにしっかりなじませてください。

閾§~15mm

3ベース金具を覆う保温カバーの合わせ部に対して、開き防止のために粘着テ ープ（当社型番HF、

HV、HR)を巻き付けてください。〈図9〉

〈図9〉TKL-B／ 保温カバー
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